平成23年度　第2回 産業医部会 幹事会議事録
日　時：平成23年7月8日（金）14：00～17：00
場　所：東京八重洲ホール4階412会議室
出席者：広瀬　俊雄（部会長）、斉藤　政彦（副部会長）、伊藤　正人、彌富　美奈子、色川　俊也、
岩田　全充、宇土　博、織田　進、小田原　努、佐藤　広和、杉原　由紀、谷山　佳津子、
中屋　重直、昇　淳一郎、福本　正勝、森口　次郎　　　　　　　　　　　　　　　計16名
欠席者：加藤　憲忠、佐藤　修二、寺澤　哲郎、中平　浩人、中西　一郎、服部　真、宮本　俊明、
山本　真二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計 8 名
（五十音順：敬称略）
議題：
審議事項
１．産業医部会の政策課題について
　　①日本学術会議（労働雇用環境と働く人の生活・健康・安全委員会）提言について

　　　　広瀬部会長より、日本学術会議提言「日本学術会議労働雇用環境と働く人の生活・健康・安全委員会：労働・雇用と安全衛生に関わるシステムの再構築を―働く人の健康で安寧な生活を確保するために―，平成23年4月23日」の概略について説明が行われるとともに、同提言中の「産業保健サービス全般を包括的に提供し支援する質の高い公的な外部機関の活用が求められ（中略）地域のすべての中小企業の安全衛生をあらゆる角度から支援するシステムの構築が急務である」等の記載内容について紹介が行われた。当部会としては、産業医制度の破壊につながらぬよう、現行の産業医制度からの継続性を確保した上で新制度への移行を図るよう要請を行う必要性について説明があった。
　　②日本労務学会との連携について

　　　　広瀬部会長より、同学会および日本産業組織心理学会が本幹事会開催直後の平成23年7月16日に開催され、当部会との連携について同学会関係者と広瀬部会長との打合せが行われる予定について説明があった。同学会との連絡窓口としては、当部会においては広瀬部会長、宮本幹事とし、同学会においては廣石忠司専修大学教授とし、各地方会窓口については別途通知することとした。
　　③部会業務の運営体制について

　　　　広瀬部会長より、広報分科会の名称について、同分科会の担当業務内容に合致させる形で、「組織広報分科会」に変更し、担当役員は引き続き福本幹事とする旨の提案があり、承認された。
２．各分科会活動について

　　①組織広報分科会
　　　　福本幹事より、分科会名称を広報分科会から組織広報分科会へ変更したこと、部会報編集担当については斉藤副部会長から岩田幹事へ変更すること、ホームページ担当を森口幹事とすることについて説明があった。また、同分科会において、東京周辺地域を中心に他組織との連携、協調を図るとともに、当部会入会意義等を整理した上で部会入会促進活動を実施する方向性についても説明があった。
　　②生涯教育・研究活動支援分科会
　　　　昇幹事より、同分科会活動について、産業医プロフェッショナルコースとの連携、全国協議会におけるポスター優秀演題の表彰、および、当部会と日本労務学会との連携取り組みとしての「産業保健活動における労務管理対応事例集（仮称）」等の資料を同学会との共同編集検討等について説明があった。また、伊藤幹事より、当該事例集の活用の意義について、日常的題材を取り扱った内容とし、産業医や人事労務担当者に対する教育資料として活用することを目的とする旨の説明があった。
　　③部会合同企画推進分科会
　　　　佐藤広和幹事より、四部会合同セミナーについて、第21回全国協議会時に11月23日～24日に福岡徳洲会病院を実地研修先として実施予定であること、リレーワークショップについて、同じく11月25日に「産業保健職の連携（地域の公的関係機関との連携）」をテーマに開催予定であることの報告があった。
　　④地方会活動推進分科会
　　　　中屋幹事より、日本労務学会との連携取り組みとして、地方会活動の中で研修会開催等検討する旨の表明があった。また、谷山幹事および彌富幹事から、関東地方会および九州地方会において、合同セミナーCD-ROM教材を活用した産業医研修会を平成23年度中に開催予定であるとの報告があった。
３．部会名簿使用申請の取り扱いについて
　斉藤副部会長より、当部会名簿使用申請があった場合の取り扱いについて、当学会名簿規程に基づくこととし、学会事業のために必要と判断される場合は特別な部会名簿使用申請手続きは不要とし、研究目的等の場合は使用申請書提出による手続きとする旨の説明があった。
４．第21回全国協議会（福岡）について

　　　　織田幹事（企画運営委員長）より、第21回全国協議会（福岡）の準備状況について説明があった。彌富幹事より、当部会関連の企画として、産業医部会企画「社会基盤としての産業医活動」（座長：彌富幹事、谷山幹事、シンポジスト：城戸尚治氏、山本理江氏、小田原幹事）、および、産業医限定自由集会「大震災・大津波・原発事故と産業医活動」（演者：広瀬部会長、宮本幹事、色川幹事）を企画中である旨の報告があった。
５．四部会合同セミナーについて

　　　　宇土幹事より、第21回全国協議会（福岡）における合同セミナーについて、11月23日～24日に実地研修先を福岡徳洲会病院として準備中であることが報告された。また、実地研修先に大規模医療機関を選定した意義に関連して、医療機関における作業改善活動が国際的に見て重要なテーマとして注目されている状況等について説明があった。
６．部会報について

　　　　斉藤副部会長より、部会報第43号（平成23年7月号）の編集状況および発送予定時期について報告があった。
７．部会事務局業務委託内容について
　　　　昇幹事より、ヒューマンリサーチ社への当部会事務局業務委託内容の追加について説明があり、幹事会旅費振込み業務および各種支払い代行業務の追加委託が承認された。
８．第85回学術集会（名古屋）について

　　　　斉藤副部会長より、同準備状況について、当部会関連行事として平成24年6月2日に産業医部会総会および産業医フォーラムを計画中である旨の説明があった。

９．第22回全国協議会（東京）について

　　　　福本幹事より、開催概要について、開催期間を平成24年11月22日～24日、会場を東京工科大学蒲田キャンパス（東京都大田区）として企画検討中であるとの説明があった。

１０．専門医制度委員会について

　　　　昇幹事より、平成23年度は、新専門医制度における研修制度への当部会の協力方法について検討を行う予定である旨の説明があった。また、織田幹事より、第21回全国協議会（福岡）期間中の11月26日（土）に西鉄イン福岡において、新専門医制度に向けた専攻医試行テストが実施予定であるとの報告があった。
１１．次々回役員会および幹事会について

広瀬部会長より、次々回（第4回）役員会および幹事会を、平成24年1月13日（金）に東京都内で開催する方針について提案があり、承認された。
　　以上







